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Of the things we think, say or do
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     4.  Will it be BENEFICIAL to all concerned ?
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GOVERNOR’S LETTER

本号がお手許に届く頃は、早くも訪れた師走の声

に急き立てられ、夙に慌ただしさを感じる時節にさ

しかかっていることでしょう。私同様、皆様に於か

れても年度の「折り返し点」を迎え、クラブ目標の

進捗確認や重要行事の準備等々、身辺ご多用のこと

とお察ししております。折悪く例年よりも早いペー

スでインフルエンザの蔓延が報じられており、向寒

の砌、皆様には一層お身体をご自愛下さいますよう

祈念しております。

さて、７月よりスタートした公式訪問も、お陰様

で無事終盤を迎え、残すところ10クラブ余りとなり

ましたが（出稿時）、一方、各グループに於いては

IM（Intercity Meeting）の開催がいよいよ始まり

ました。

小知によれば、このIMはかつてのInterc i ty 

General Forum「都市連合一般討論会」という呼称

の通り（現在は広義のIMに含まれる）、主にグルー

プに於けるクラブ合同の自由な討論集会として、国

内のほぼ全地区で実施されている反面、多くは懇親

会をセットで開催していることから、しばしば「顔

を合わせるだけではないか」との批判もあるようで

す（海外ではほとんど実施されていない模様）。し

かしながら当地区では、それぞれグループ内の力強

い連携のもと、例年時宜に即したテーマに基づく活

発な意見交換が為されているものと常々承知してお

り、先般本年度のトップを切ってお招き戴いた西播

第二グループIMでも、それに相応しい企画運営が強

く印象に残りました。

今後も各グループIMに於いては会合本来の趣旨に

基づく、活気に満ちた討論、あたたかな懇親が存分

に図られるものと期待しております。

また、本年度は地区行事としてフェスタは実施致

しませんが、次年度は各グループに於いて「ミニ

フェスタ」を計画されていると伺っております。IM

と同様、皆様の強固な結束を基に地域社会とのより

密接な連携に向け、成功に導かれますよう祈念する

次第です。

最後に、年度後半に於ける最初の重要イベント

「ロータリー研修デー」（12.1）も、先号でご案内

の通り、内外から各奉仕部門のエキスパートたるベ

テランRotarianのご協力によって、それぞれ充実し

た意義深いテーマで構成されています。本号配布時

には既に日程を終了していることになりますが、矢

野直前ガバナーが打ち出された新基軸を本年度も踏

襲し、地区役員・各委員会・神戸RCメンバー各位

による文字通り総出のご奉仕のもと、当日ご参加の

皆様には充実した「セミナーデー」となったものと

確信しております。

これをSpr ingboardとして、来る地区大会

（2020.2.22～23）に向け大いに盛り上げて参り

ましょう。皆様に於かれては、なおいっそう積極的

且つ意欲的なご参加とご支援を賜りますよう、ここ

ろよりお願い申し上げます。

クラブ会長の皆様
クラブ幹事の皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　浅　木　幸　雄　（神戸）
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社会奉仕・国際奉仕委員会クロスプロモーション事業

タイ王国 ダムロンラドソンクロ高校来日、歓迎・交流・講演会

社会奉仕委員会 副委員長　坂東　隆弘（柏原）

10月14日（月）◆寿楼

2019年10月14日～16日にかけて、タイ国立ダム
ロンラドソンクロ中高等学校より来日生２名と同行
担当教師1名が当地区に訪問されました。インター
アクトのタイ王国スタディーツアーの際、大変お世
話になり、国際交流で訪問している高校です。

14日13時より歓迎会として講演会並びに交流会
を須磨寺の近くの寿楼で開催しました。

本年度の社会奉仕委員長のIA小委員会、RA小委
員会、RYLA小委員会と国際奉仕委員会の青少年交
換小委員会・学友小委員会の合同のクロスプロモー
ション事業です。神戸山手女子、百合学院、神戸国
際大学附属高校、滝川高校、滝川第二中学校のイン
ターアクターやローターアクター、RYLA学友な
ど、また東京や大阪からもロータリアンに駆け付け
ていただき約70名の参加となりました。

航空便の遅延で来日生は定刻には到着していま
せんでしたが、予定時刻通り、矢野宗司社会奉仕
委員長からのご挨拶と、坂東副委員長からクロス
プロモーションについての当地区の経緯と解説が
ありました。

記念講演としてタイ北部・チェンライで日本語教
師のボランティアをされている原田義之先生（チェ
ンライRC）に「輝く瞳に会いに行こう」のご講演
をいただき、ライフワークとされている少数民族・
アカ族の現状と支援活動について参加者は熱心に聞
きいりました。タイ来日生が到着し、簡単な自己紹

介し、ようやく全て整いました
タイスタ参加者の百合学院と滝川高校のイン

ターアクターがそれぞれツアーの報告を立派に行
い、同校のタイ教師ノンヤオ先生の日本語による
特別講演でタイの学校紹介、教育についてお話し
がありました。

懇親会に移り、浅木幸雄ガバナーにも駆けつけて
いただき、来日生によるタイの伝統舞踊やアクター
による催しで和やかに交流し、最後はRYLAの定番
「我はフクロウ」の合唱で幕を閉じました。

ご厚意で須磨寺へ招いていただき、夜の須磨寺で
の解説を拝聴し生徒達にとって貴重な時間となりま
した。

15日、早朝より神戸国際大学附属高校を訪問し、
書道と寿司づくりを体験、午後からは神戸学院大学
附属高校にて、体育や英語授業への参加など学校に
温かく迎えていただき交流を持ちました。夕刻、
チェンライには海がないので、来日生たちは神戸港
でのつかの間のクルーズを楽しみました。

16日、午前中、神戸東RCの　原　晃氏に自ら講
師をしていただき神戸洋藝菓子「ボックサン」本店
にて、ケーキ作り体験をしました。タイから来日し
た３名はケーキより甘い、とろける笑顔でした。

当地区での３日間を過ごしたのち午後から次の地
区、奈良へ向かいました。
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文 庫 通 信（379号） 記念講演

◎‶Back to Basics"ロータリーの基本に返ろう ビチャイ・ラタクル
  D.2830西第1グループ I.M. 2015 45p ※

◎他人の金で奉仕をするという虚構 佐藤千壽PG遺稿
 （D.2790土屋亮平PG代読）
 　　　　　D.2760地区大会 2008 9p ※

◎ロータリアンの矜持 藤川享胤　D.2590地区大会 2017 8p ※

◎Rotary－かえりみて、あすを考える 久野　薫　D.2630地区大会 2017 16p ※

◎奉仕の心 阿部志郎　D.2780地区大会 2001 7p ※

◎日本人とロータリー 前原勝樹　D.261  地区大会 1979 11p ※

資料の検索は文庫ホームページから　https://www.rotary-bunko.gr.jp/

上記※印はデジタル化されている資料です。

米山日本文化セミナー

米山記念奨学委員長　秦　紳一郎（洲本）
11月10日（日）◆豊岡方面

すばらしい好天気の中、恒例の米山日本文化セミ

ナーを開催いたしました。このセミナーは奨学生た

ちに日本の伝統的文化に触れ、日本への理解を深め

てもらうと共に、奨学生同士の親睦を目的に開催し

ており、奨学生17名、米山学友５名、ロータリアン

17名の計39名という多数の参加を得ました。

今回は豊岡方面を訪れ、豊岡RCの皆様には大変

お世話になりました。

三宮からバスに揺られてまず向かったのは、豊岡

市立コウノトリ文化館です。ご存知の通り一度は絶

滅したと言われたコウノトリを復活させて、あたり

を飛ぶその姿を見ることが出来ることに、一同感心

いたしました。

次に市内にある「来迎寺（らいこうじ）」を訪れ

ました。豊岡RCのロータリアンである紀氏住職か

ら仏教に関するいろいろな話を伺いました。日頃仏

教に触れているつもりの我々も知らなかったことが

山のようにありました。また、仏教徒である奨学生

からはいろいろ質問が出ていました。昼食は、豊岡

RCと香住RCのメンバーも加わり奨学生と接してい

ただきました。

最後に出石を訪れて自由に散策をしました。蕎麦

を食べる人、観光をする人、思い思いの時間を過ご

して豊岡を満喫した一日でした。
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地区補助金（奉仕プロジェクト）

▶8月6日（火）
▶神戸大学大学院　海洋科学部・海事科学部
プロジェクト予算総額：294,500円　地区補助金額：147,250円

西宮市内の小学生28名が保護者とともに神戸大学大

学院  海事科学研究科・海事科学部の練習船である深江

丸に乗船体験をしました。

当日は快晴に恵まれ、大変気持ちの良い乗船となり

ました。船長及び学生ボランティアの方々に船や計器

類の説明もして頂きました。

普段なかなかできない乗船体験ができたことに加

え、阪神・淡路大震災の際に活躍した深江丸の船上

で、震災当時まだ生まれていなかった児童達はスライ

ドを見ながら阪神・淡路大震災当時の体験談を聞き防

災に関する意識を高めることができました。

夏休み中であった児童達にとって大変印象深い体験

になったことと思います。

（文責：青少年奉仕副委員長　松岡　繁郎）

阪神・淡路大震災で活躍した
船舶の乗船体験

西宮夙川ロータリークラブ

▶8月6日（火）、7日（水）、
　9日（金）就業体験（於：加古川中央RC会員企業）
　8月25日（日）発表・交流会（於：加古川商工会議所会館）
プロジェクト予算総額：270,000円　地区補助金額：1,228ドル

児童養護施設を退所後の就職は、希望する職業より
も社宅、寮の有無が優先される傾向にあり、また退所
後の相談相手がいないなど、退所者を取り巻く環境に
問題があると考え、加古川市内の児童養護施設の高校
生を対象に、職業体験、発表会、OBとの交流会を実施
しました。

当クラブ会員企業50社から、高校生の研究をもと
に、体験学習する企業を自ら選び、学習することで、
内容の濃い、リアリティ溢れる就業体験となりまし
た。また、別日に職業体験学習の発表の場を作り、OB
の体験談や経営者の講話を聴き、参加者全員で、就
職、自立生活について、問題を共有し、今後の進路を
決めるきっかけを作ることができました。

またロータリアンが相談員となる職業相談会では高
校生から多くの相談があり、今回の事業が大きな効果
があったことを感じさせられました。

（文責：社会奉仕委員長　上月　和洋）

児童養護施設入所者の
職業体験学習と発表・交流会

加古川中央ロータリークラブ
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プロジェクト予算総額：270,000円　地区補助金額：1,228ドル

児童養護施設を退所後の就職は、希望する職業より
も社宅、寮の有無が優先される傾向にあり、また退所
後の相談相手がいないなど、退所者を取り巻く環境に
問題があると考え、加古川市内の児童養護施設の高校
生を対象に、職業体験、発表会、OBとの交流会を実施
しました。

当クラブ会員企業50社から、高校生の研究をもと
に、体験学習する企業を自ら選び、学習することで、
内容の濃い、リアリティ溢れる就業体験となりまし
た。また、別日に職業体験学習の発表の場を作り、OB
の体験談や経営者の講話を聴き、参加者全員で、就
職、自立生活について、問題を共有し、今後の進路を
決めるきっかけを作ることができました。

またロータリアンが相談員となる職業相談会では高
校生から多くの相談があり、今回の事業が大きな効果
があったことを感じさせられました。

（文責：社会奉仕委員長　上月　和洋）

児童養護施設入所者の
職業体験学習と発表・交流会

加古川中央ロータリークラブ
I.Y.F.R.神戸フリートJAPAN 秋の懇親会

2019-21年度I.Y.F.R.神戸フリートJAPANコモドア　喜多　美雄（加古川中央）
10月６日（日）◆イノセント由良

I.Y.F.R.神戸フリートJAPAN秋の懇親会が、当フ
リートメンバーの淡路島由良の海辺の施設で行われ
ました。晴天に恵まれ、海も穏やかで、少し風があ
りましたが気持ちの良い秋風であったことを覚えて
います。
また、神戸フリートメンバー21名、ゲスト９名、

瀬戸内しまなみフリート12名、京都・琵琶湖フリー
ト４名、合計46名の多くのフリートメンバーで懇親
を深めることができました。おもてなしは、淡路
ビーフと淡路の海の幸や山の幸が盛りだくさんで、
出席されたメンバーにも喜んでいただいたと確信し
ています。
当日私が感じたことは、IYFRのメンバーが良い

縁で繋がり、そして他のフリートメンバーとも良い

縁で繋がっていると確信したことです。春には岡山
の日生で春の懇親会を企画しています。今以上に良
い縁で繋がり、もっと大きなサークル（縁の輪）と
なっていくと思います。

▶8月25日（日）11:00～19:00
▶神戸ハーバーランド　スペースシアター特設ステージ
プロジェクト予算総額：1,004,115円　地区補助金額：500,000円

エンドポリオへの意識付けと青少年の文化促進のコ
ラボ事業として、ダンスイベントを開催しました。

地域においてダンスバトルに代表される青少年のダ
ンスパフォーマンス披露の機会が少ないことから参加
者出演者は450人を超え、来場者観覧者は超満員で公称
2000人に及びました。また、この事業を通して各ダン
ス系協力団体の交流を育むことができました。

さらに、ダンス出演者や関係者に「あと少し」を合
い言葉に、現場からのビデオメッセージをSNS等に公
開するため編集中です。公開は10月初旬予定。事業成
果として、健康で活発に自己表現ができる喜び、世界
にはまだポリオに脅かされている子供達がいることへ
の関心をもっていただけたと確信します。 

この事業は地元TV局の取材も受け、事業翌日の
ニュースで放送されました。

（文責：青少年奉仕委員会　委員長　千葉　悠晃）

青少年のためのダンスフェス
神戸南ロータリークラブ
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

神　戸　東 神　戸　西神　戸　南

金融都市銀行
6/11入会

木田　耕司
通関代理
6/18入会

堀内　敬三
建設請負業
6/25入会

日垣潤一郎
自動二輪車部品製造販売

7/29入会

梶原　政美
結婚相談所
10/1入会

井本　祐子
不動産賃貸
10/1入会

庄田壽美子

明　石　東

建築設計
10/3入会

石本　　治

津　　　名

雑貨類配付
10/16入会

鈴木　順也

豊岡円山川

青果市場
11/5入会

鈴木　政宏

ご寄付感謝 ・ ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

米山功労者メジャードナー（18回） 米山功労者メジャードナー（14回） 米山功労者（8回） 米山功労者（7回）米山功労者メジャードナー（12回）

（神戸須磨）
橋本　一豊

（神戸西神）
河合　敏三

（神戸西神）
鈴木　一史

（神戸西神）
吉川　孝郎

（伊丹有明）
池永　明義

（神戸須磨）
大内　晋二

米山功労者（5回） 米山功労者（4回） 米山功労者（3回）

（神戸西神）
今田　学志

（神戸西神）
工藤　涼二

（神戸西神）
鶴井　孝文

（尼崎東）
森本　吉昭

米山功労者（2回）

（神戸西神）
藤丸　信吾

（神戸西神）
伊藤　幸美

（尼崎東）
中田　雄久

（神戸西神）
田中　康之

（神戸西神）
西藤　隆弘

米山功労者（2回） 米山功労者（1回）

（北条）
内藤　正風

（北条）
田中　俊宏

（豊岡）
川端　　強
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）
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鶴井　孝文
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森本　吉昭

米山功労者（2回）
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藤丸　信吾
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田中　康之
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（北条）
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日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
ロータリー研修デー
第４回補助金小委員会
第２回ガバナー指名委員会

第２回ガバナー諮問委員会

第３回奨学金・平和フェローシップ小委員会
2020学年度米山奨学生面接選考会
第42回RYLAプレカウンセラーミーティング
第３回規定審議委員会
第８回戦略計画委員会
2020-21年度第２回ガバナー補佐会議
2020-21年度補助金管理セミナー
第18回地区幹事会
第５回青少年交換小委員会
青少年交換派遣候補生第４回
オリエンテーション・クリスマスパーティ
明石高等学校IAC認証状伝達式

神戸ポートピアホテル
神戸ポートピアホテル  本館4F  パール
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル  本館31F
フレンチレストラン  トランテアン
ガバナー事務所会議室
三宮研修センター  4F

神戸三宮東急REIホテル  3F  ジャスミン
焼肉あわじ
神戸ポートピアホテル  本館4F  パール
神戸ポートピアホテル  本館B1F  和楽
ガバナー事務所会議室
ガバナー事務所会議室

神戸ポートピアホテル

明石キャッスルプラザ

13:00～17:15
18:00～20:00
16:00～17:00

17:00～18:00

16:00～17:30
 9:00～17:00

17:30～19:00
17:00～
11:00～12:30
13:30～16:50
13:40～15:00
10:00～12:00

13:00～17:00

13:00～

1日（日）
3日（火）
5日（木）

7日（土）
8日（日）

9日（月）
11日（水）
15日（日）

19日（木）
22日（日）

12 月 の 地 区 活 動 予 定

12月

ガバナー事務所からのお知らせ

◆宝塚ロータリークラブ事務所の閉鎖

宝塚ホテルの場所移転に伴い、事務所連絡先が下記のとおり変更となりました。

郵送先住所：〒665-0004 宝塚市梅野町1-46　宝塚ホテル内　宝塚ロータリ―クラブ御中
　　　　　　（ただし、ホテル内にクラブ事務所はありません）
電　話：090-3658-6135 仲内幹事ケータイ（2020年６月末まで）
F A X ：0797-87-9833（宝塚ホテル）
＊Eメールアドレス（takarazuka-rc@jeans.ocn.ne.jp）に変更ありません。

宝塚ホテルは2020年３月に閉鎖となり、５月以降、新住所に移転します。　
〒665-0845 宝塚市栄町１丁目１-33

◆高砂ロータリークラブのホームページ変更

新URL  http://takasagorc.starfree.jp/

◆所属クラブの訂正とお詫び

月信５号４ページ掲載の黒田建一危機管理委員長の所属クラブが間違っておりました。
正しくは「西宮イブニング」です。訂正しお詫びいたします。

◆ガバナー事務所の年末年始休暇

2019年12月28日(土)～2020年１月５日(日)
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Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2019年12月号
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

本ARCを２年半経験しての感想を述べる。
グローバルなロータリー活動では、会員増強、財団への寄付、６つの分野への国際社会奉仕などに重点が置かれており、国際

ロータリーは世界有数の国際人道支援団体であると公言している。しかし、これらを実行するのは草の根のロータリアンである。
私の属している2700地区や会員増強セミナーで基調講演をした2720地区で、①ロータリーは奉仕団体である②ロータリーは異

業種交流の親睦団体である③ロータリーは親睦と奉仕の二本立の団体であるとの三択問題を質問すると、①に手を挙げる人は
皆無、②はパラパラ、③が圧倒的に多数である。しかも親睦と奉仕の関係は、「例会なくして親睦なし親睦なくして奉仕なし」と
考えている人がかなり多い。とすると、2700地区や2720地区の草の根のロータリアンとグローバルなロータリーではロータリー哲
学の認識に食い違いがある。

この点に関しては古くから問題が指摘されている。アーチ・C・クランフ（第六代会長）。ロータリークラブの側にも、また、余り
にも多くの個人ロータリアンの側にも、ロータリーとその目的、その目標、その理想について、明らかに認識不足がある。現在の管
理当局はこの問題に真剣に取り組んだ結果、啓蒙運動として何らかの手段を講ずることが最も肝要だと考えた。この問題のすべ
ては主としてクラブ会長の手にあるのだ。国際理事会がいかに努力しようとも、クラブ会長が有益な提案を実行しないならば、す
べては徒労に帰すのだ。（ロータリー・モザイクハロルド・トーマス著　松本兼二郎訳　59ページ）

そして、クラブの新会員が時を経てその重要なクラブ会長になり、その会長がまた時を経てガバナーになり、さらにARCのよう
な中間管理職になる。もし、新会員にロータリー哲学の正しい初期教育が施されずに、「例会や飲み会に出席しておればそのうち
に分かるよ」と放置され、例えば、例会出席、親睦、職業奉仕がロータリーの本質であるかのような刷り込みがなされたとすると、
その後のPETSやGETS、あるいは国際協議会などの短期の研修会がいかに優れたものであっても、初期の刷り込みを打ち消す
ことはなかなか困難で、研修会での貴重な話が馬耳東風に聞き流されるのではないかと思うが如何であろうか。

「ロータリーの哲学などがきちんと理解されて、運動が続いていかない限り、しまいには単なる人の集まりに陥ってしまうので
はないかと思います（ロータリーの友2019年10月号横組み32ページ）」また、これは初期教育のさらに前の段階の話になるが、
「奉仕活動に興味のある人を誘うことが重要である」（ロータリーの友　2019年８月号横組み16ページ）

第３地域ロータリーコーディネーター補佐　穴井 元昭（博多RC）

■ 新会員に対する早期のロータリー哲学教育の重要性

世界でも類を見ない日本の「少子高齢化人口減少社会」の訪れを目の前にした今、ロータリーとのつながりを重視した、思い込
みや錯覚のないインスピレーションを受けた幅広い人々のロータリーへの参加を目指さなければいけません。そこでロータリーは
革新柔軟性のある広報によってロータリーのブランディングを高めるために「世界を変える行動人」と言う新しいグローバル広告
キャンペーンを立ち上げました。そのキャッチコピーとしてはこれまでの「変えていこう」「力をつなごう」「ポリオをなくそう」「イン
スピレーションを生み出そう」に加え2019年２月発表の「導こう」「命を守ろう」「平和な世界を築こう」「学びを深めよう」「食育
を支えよう」という言葉を使い、仕掛けにストーリー性をもたして地域や世界でより大きく貢献することによりロータリの公共イ
メージを向上させようとしています。

最近、緊張の中にも笑ってしまい、笑ってしまうも生真面目になり、生真面目の中にも現実を知り、その現実の中にも反省しなけ
ればいけない話を聞いてしまいました。某都市部のクラブ員30～40人クラスのロータリークラブの例会においてその日クラブ内の
説明会に「RI」と言う言葉が頻回に出て来たのですが、説明者が「アールワン」と発言しそれが最後まで続きしかも誰もその発音
の間違いに最後まで気がつかなかったと言う内容です。そこのクラブでは年間を通じてガバナー公式訪問や地区大会等に於いて
年間２～３回しか「RI（アールアイ）」と言う言葉を聞くことがないからだとのその方の言い訳説明でした。

今ロータリーの現状を分析しますと自分との立場が似ている者同士は内容をよく理解しているものと判断し「会議は踊る」で
ロータリーの話は進行して行っていますが、一方で会員の中にはロータリー活動に無関心な方も多く見られます。関心派を１人で
も多く作りみんなでつながりを持っていかなければいけません。

最近身の回りであった「ロータリーは世界をつなぐ」の実践例を紹介いたします。2019/８/６～2019/８/14坂出東四国ロータ
リーサテライトクラブの議長の私と副議長の山野友禎武者小路千家教授及びアシスタント３人で、地区の国際奉仕ファンド（昔の
WCS）より補助金をいただいてエチオピア大統領府にあるアフリカ唯一の日本庭園の茶室で茶道具の寄贈及び記念茶会を催す
ため、アディスアベバに行って参りました。日本庭園は前皇帝でハイレセラシエ１世が1958年に日本の庭園技術に感銘を受けて
作ったものです。茶室はあるものの十分な茶道具がないため今回釜や茶碗を含む茶道具を寄贈しました。当日はクラブの副議長
である山野武者小路千家教授が亭主役となりエチオピアの政府要人（Teferi Fikre Gossaye副大統領、デラルツツル大統領補佐
官、アフェワーク科学高等教育大臣、オリンピックのマラソンで優勝したメコネンなど）に作法に従って薄茶を差し上げました。こ
の日は日本庭園に多くのテレビ局・新聞社の報道関係の方々が集まってこられしきりにインタビューがおこなわれました。

今回は衛星クラブであっても親クラブと協調して、あるいは単独ででも国際貢献ができることを紹介しました。各地区で参考
になれば幸いです。

第３地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　前田 直俊
（坂出東RC、坂出東四国ロータリーサテライトクラブ）

■ 日本の極端な出生数出生率の低下・超高齢化の中で
　 ロータリーとつながった錯覚のないインスピレーションを受けた幅広い人々のロータリーへの参加
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本ARCを２年半経験しての感想を述べる。
グローバルなロータリー活動では、会員増強、財団への寄付、６つの分野への国際社会奉仕などに重点が置かれており、国際

ロータリーは世界有数の国際人道支援団体であると公言している。しかし、これらを実行するのは草の根のロータリアンである。
私の属している2700地区や会員増強セミナーで基調講演をした2720地区で、①ロータリーは奉仕団体である②ロータリーは異

業種交流の親睦団体である③ロータリーは親睦と奉仕の二本立の団体であるとの三択問題を質問すると、①に手を挙げる人は
皆無、②はパラパラ、③が圧倒的に多数である。しかも親睦と奉仕の関係は、「例会なくして親睦なし親睦なくして奉仕なし」と
考えている人がかなり多い。とすると、2700地区や2720地区の草の根のロータリアンとグローバルなロータリーではロータリー哲
学の認識に食い違いがある。

この点に関しては古くから問題が指摘されている。アーチ・C・クランフ（第六代会長）。ロータリークラブの側にも、また、余り
にも多くの個人ロータリアンの側にも、ロータリーとその目的、その目標、その理想について、明らかに認識不足がある。現在の管
理当局はこの問題に真剣に取り組んだ結果、啓蒙運動として何らかの手段を講ずることが最も肝要だと考えた。この問題のすべ
ては主としてクラブ会長の手にあるのだ。国際理事会がいかに努力しようとも、クラブ会長が有益な提案を実行しないならば、す
べては徒労に帰すのだ。（ロータリー・モザイクハロルド・トーマス著　松本兼二郎訳　59ページ）

そして、クラブの新会員が時を経てその重要なクラブ会長になり、その会長がまた時を経てガバナーになり、さらにARCのよう
な中間管理職になる。もし、新会員にロータリー哲学の正しい初期教育が施されずに、「例会や飲み会に出席しておればそのうち
に分かるよ」と放置され、例えば、例会出席、親睦、職業奉仕がロータリーの本質であるかのような刷り込みがなされたとすると、
その後のPETSやGETS、あるいは国際協議会などの短期の研修会がいかに優れたものであっても、初期の刷り込みを打ち消す
ことはなかなか困難で、研修会での貴重な話が馬耳東風に聞き流されるのではないかと思うが如何であろうか。

「ロータリーの哲学などがきちんと理解されて、運動が続いていかない限り、しまいには単なる人の集まりに陥ってしまうので
はないかと思います（ロータリーの友2019年10月号横組み32ページ）」また、これは初期教育のさらに前の段階の話になるが、
「奉仕活動に興味のある人を誘うことが重要である」（ロータリーの友　2019年８月号横組み16ページ）

第３地域ロータリーコーディネーター補佐　穴井 元昭（博多RC）

■ 新会員に対する早期のロータリー哲学教育の重要性

世界でも類を見ない日本の「少子高齢化人口減少社会」の訪れを目の前にした今、ロータリーとのつながりを重視した、思い込
みや錯覚のないインスピレーションを受けた幅広い人々のロータリーへの参加を目指さなければいけません。そこでロータリーは
革新柔軟性のある広報によってロータリーのブランディングを高めるために「世界を変える行動人」と言う新しいグローバル広告
キャンペーンを立ち上げました。そのキャッチコピーとしてはこれまでの「変えていこう」「力をつなごう」「ポリオをなくそう」「イン
スピレーションを生み出そう」に加え2019年２月発表の「導こう」「命を守ろう」「平和な世界を築こう」「学びを深めよう」「食育
を支えよう」という言葉を使い、仕掛けにストーリー性をもたして地域や世界でより大きく貢献することによりロータリの公共イ
メージを向上させようとしています。

最近、緊張の中にも笑ってしまい、笑ってしまうも生真面目になり、生真面目の中にも現実を知り、その現実の中にも反省しなけ
ればいけない話を聞いてしまいました。某都市部のクラブ員30～40人クラスのロータリークラブの例会においてその日クラブ内の
説明会に「RI」と言う言葉が頻回に出て来たのですが、説明者が「アールワン」と発言しそれが最後まで続きしかも誰もその発音
の間違いに最後まで気がつかなかったと言う内容です。そこのクラブでは年間を通じてガバナー公式訪問や地区大会等に於いて
年間２～３回しか「RI（アールアイ）」と言う言葉を聞くことがないからだとのその方の言い訳説明でした。

今ロータリーの現状を分析しますと自分との立場が似ている者同士は内容をよく理解しているものと判断し「会議は踊る」で
ロータリーの話は進行して行っていますが、一方で会員の中にはロータリー活動に無関心な方も多く見られます。関心派を１人で
も多く作りみんなでつながりを持っていかなければいけません。

最近身の回りであった「ロータリーは世界をつなぐ」の実践例を紹介いたします。2019/８/６～2019/８/14坂出東四国ロータ
リーサテライトクラブの議長の私と副議長の山野友禎武者小路千家教授及びアシスタント３人で、地区の国際奉仕ファンド（昔の
WCS）より補助金をいただいてエチオピア大統領府にあるアフリカ唯一の日本庭園の茶室で茶道具の寄贈及び記念茶会を催す
ため、アディスアベバに行って参りました。日本庭園は前皇帝でハイレセラシエ１世が1958年に日本の庭園技術に感銘を受けて
作ったものです。茶室はあるものの十分な茶道具がないため今回釜や茶碗を含む茶道具を寄贈しました。当日はクラブの副議長
である山野武者小路千家教授が亭主役となりエチオピアの政府要人（Teferi Fikre Gossaye副大統領、デラルツツル大統領補佐
官、アフェワーク科学高等教育大臣、オリンピックのマラソンで優勝したメコネンなど）に作法に従って薄茶を差し上げました。こ
の日は日本庭園に多くのテレビ局・新聞社の報道関係の方々が集まってこられしきりにインタビューがおこなわれました。

今回は衛星クラブであっても親クラブと協調して、あるいは単独ででも国際貢献ができることを紹介しました。各地区で参考
になれば幸いです。

第３地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　前田 直俊
（坂出東RC、坂出東四国ロータリーサテライトクラブ）

■ 日本の極端な出生数出生率の低下・超高齢化の中で
　 ロータリーとつながった錯覚のないインスピレーションを受けた幅広い人々のロータリーへの参加

国際ロータリー第2680地区　2019年10月会員数報告

クラブ名

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神 戸 垂 水
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数

3
4
5
3
3
4

4
4
3
3
3
3

4
5
5
4
3
5

3
3
4
4
5
4
5
3

4
4
3
3
4
4

3
4
4
4
4
4

総数

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
６

神
戸
第
二
　
　
　
６

明　　　石
明　石　東
明　石　北
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計

東
播
第
一  

３

東
播
第
二
　
　
５

東
播
第
三
　
　
５

淡
　
　
　
路
　
　
５

西
播
第
一
　
　
６

但
　
　
　
　
馬
　
　
５

西
播
第
二
　
４

32
38
47
36
37
24

214
39
31
17
18
7

16
128
54
40
39
33
29
24

219
16
20
46
46
36
8

32
25

229
161
119
29
83
17
20

429
59
32
26
35
37
33

222

1
0
2
2
4
3

12
0
6
0
3
0
8

17
0
0
2
3
4
4

13
1
0
0
0
1
0
8
6

16
4
0
5
0
0
2

11
6
0
6
1
4
4

21

0
2
0
3
1

-1
5
0
0
0

-1
0
1
0
1
1
2
0
0
0
4
0
1

-1
0
0
0
0

-2
-2
-1
-1
0
1
0
0

-1
1
2
2
2

-1
0
6

◆増　　減……………………………………　21人増
◆女性増減……………………………………　 3人増

◆クラブ数……………………………………　 71RC
◆2019年７月１日　クラブ会員数………2,757人
◆2019年10月末　  クラブ会員数………2,778人
◆2019年10月末　  女性会員数…………　136人

尼
　
　
　
　
崎 

　
　
６

阪
神
第
一
　
　
６

うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0

-1
-1
-1
0
0
0
0
0

-1
2
0
1
1
0
1
5

4
4
4

3
4
4
4
4

4
3
4
3
2

4
4
5
5
4

4
3
5
3
4
3

5
4
4
4

4
4
3
4
5

48
48
41

137
40
77
56
43
17

233
56
47
37
47
26

213
36
33
19
32
23

143
82
72
65
69
28
4

320
34
36
44
22

136
46
22
14
27
25

134

0
2
0
2
3
0
0
3
1
7
1
1
2
1
1
6
0
4
0
1
0
5
1
0
1
3
0
0
5
0
2
5
8

15
1
0
0
0
2
3

-1
2
0
1
0
0
2
0
0
2

-1
1
0
0
0
0
1
0
0
1
0
2
4
0
1

-2
0
0
3
0
0

-1
1
0
1
0
0
0
0
1

0
0
0
0

-1
0
0
0
0

-1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

71RC 2,757 133 3合
計

当月末会員数 増　減7/1の会員数 クラブ名

会 員 数

例会数

総数 うち
女性 総数 うち

女性 総数 うち
女性

当月末会員数 増　減7/1の会員数

32
40
47
39
38
23

219
39
31
17
17
7

17
128
55
41
41
33
29
24

223
16
21
45
46
36
8

32
23

227
160
118
29
84
17
20

428
60
34
28
37
36
33

228

1
0
2
2
4
3

12
0
6
0
3
0
8

17
0
0
3
3
4
4

14
1
0
0
0
1
0
8
5

15
3
0
5
0
0
2

10
8
0
7
2
4
5

26

47
50
41

138
40
77
58
43
17

235
55
48
37
47
26

213
37
33
19
33
23

145
86
72
66
67
28
4

323
34
36
43
23

136
47
22
14
27
25

135

0
2
0
2
2
0
0
3
1
6
1
1
2
1
1
6
0
4
0
1
0
5
1
0
1
3
0
0
5
0
2
5
8

15
1
0
0
0
2
3

2‚778 136 21
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事務所
〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail rid2680@abelia.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  浅 木　幸 雄


